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　　一女児1歳6ヶ月から1歳11ヶ月までの予備的研究＊

　　　　　　　　　　　　　　大　野　清　幸

　　　　　　The　Acquisition　of　the　Deictic　Use　of

　　　　　　　　　Japanese　Demonstratives（1）：

APreliminary　Study　of　a　Japanese　Girl　Y（1；6）一（1；ll）

　　　　　　　　　　　　　　　　Seiko　Ono

第1章　序

　一女児（以下、Y児と呼ぶ）における日本語指示詞の直示用法に関する包括的な研究を実

施する前段階として、本稿では、以下の（1）・（6）に示したような、Y児1歳6ヶ月から1歳

11ヶ月における日本語指示詞の直示用法に関する予備的研究を行う。1

（1）　「これ」　Y（1；6．1）

＞kwal＋t★CHI＋s”kore”＋o％act　’w5＋w5＠

kwal＋t★CHI＋skore＋o％ACT　・w5＋w5＠

Sun　Sep　1915：18：342004

kwal（07・Jul・2004）is　conducting　analyses　on：

　ONLY　speaker　main　tiers　matching：★CHI；

★★★　File’”Extra　HD　3：04Ydata・V2：10601．cha”：line　l68．　Keyword：kore

★CHI：

＊MOT：

★CHI：

★CHI：

★CHI：

★CHI：

★MOT：

★FAT：

★FAT：

★MOT：

★MOT：

he：［／】he：．

atta：？

un．

XXX．

XXX．

kore：．

nani　yatteiru　XXX？

e：kyooryuu　no　ningyoo　ga　kowakatta　yoo　desu．

sutegozaurusu　no　ningyoo　ga　kowakunatta　no・

soo　nan　da．

gohan　wa　tabeta　jan　ka．
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（2）「ここ」　Y（1；7．30）

＞kwal＋t★CHI＋s”koko”・w5＋w5＠

★★★　File　”Extra　HD　3：04Ydata－V3：10730．cha’

★MOT：

★MOT：

SC
bHI：

★MOT

★MOT

＊CHI：

★MOT

★CHI：

★MOT

★CHI：

kMOT
（3）　「こっち」

nanka　haitte（i）1’u　no？

haitte（i）nai　yo，，　nan　ni　mo．

are　a：achi＠u｛／1　achi＠u．

yoisho．

ii　jan，，　Ychan　soko　de．

koko．

dame　nano，，　soko　ja．

koko．

doko？

a：chi【：atchi】．

koko．

　　Y（1；6．1）

：line　2155．　Keyword：koko

＞kwal＋t★CHI＋s”kotchi”＋o％act・w5＋w5＠

★★＊　File　”Extra　HD　3：04Ydata・V2：10601．cha”：line　1058．　Keywords：kotchi，

kotchi

eeMOT

★MOT

★CHI：

★MOT

★CHI：

★CHI：

★MOT

＊MOT

★MOT

★MOT

★MOT

（4）　「この」

11ne．

kotchi　no　ocha？

＜aq　aq＞｛／】aq．

nani　supu：n　wa？

un　XXX．

kotchi［／】kotchi．

nan　de？

ha：？

kore　wa　chigau　yo．

nan　ni　mo　haitte（i）nai　yo．

neq・

Y（1；825）

＞kwal＋t★CHI＋s”kono”＋o％act・w5＋w5＠

de＊＊　File　”Ext’a　HD　3：04Ydata・V2：10825．cha”：line　194．　Keyword：kono

★MOT：　　　chotto　te　de　shitsurei．

★MOT：　　　hai．

★MOT：　　　＜dekimashita　dekimashita＞【＝！singing］．［＋bch］
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語指示詞の直示用法の獲得（1）

　　　　　dekita．

　　　　　sakana　ga　notte（i）ru　osara　o　miru

　　　　　nomimono　o　doozo．

　　　　　kono？

　　　　　koppu　o　miru

　　　　　kono　naka　ni　haittemasuyo，，　ocha　ga．

　　　　　koppu　o　motsu

　　　　　O．

　　　　　CHI　no　koPPu　ni　nomimono　o　tsugu

　　　　　O．

　　　　　MOT　no　motteita　ocha　ga　haitte（i）ru　yooki　o　toru

　　　　　O．

　　　　　jibun　de　koppu　ni　nomimono　o　tsugu

　　　　　　aq・，，　Ychan　ga　iretekureru　no？

　　　　　　Y（1；9．0）

Extra　HD　3：04Ydata・V2：10900．cha”：line　610．　Keyword：kono

　　　　　　densha　wa　kyoo　iimashita　．

　　　　　　a：muq＠u．

　　　　　　poppoppoppoppoppoppoq＠o　doko　e　iku　n　daroo，，　densha．

　　　　　　wakanna．

　　　　　　n？

　　　　　　kono？

　　　　　　e：ki　【：eki］．

　　　　　　eki．

　　　　　　sususu＠u　shashashashasha＠u．

　　　　　　eki．

　　　　　　XXX？

　　　　　　Y（1；9．0）

”Extra　HD　3：04Ydata・V2：10900．cha”：line　2078．　Keyword：kono

　　　　　　Yo：kochan　da．

　　　　　　Yo：kochan　tte　dore？

　　　　　　Okaasan　kara　arubamu　o　toru

　　　　　　XXX？

　　　　　　un　Ychan　mada　aru　yo．

　　　　　　hai　doozo．

3
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★CHI：

★MOT：

kMOT：

★MOT：

atto　kono　hito．

dare　ga　ita　kana：？

Oniichan　desuq．

Oniichan　to　Otoosan　to　Okaasan　desu．

　（1）は、　「これ」の例である。（2）は、　「ここ」の例である。（3）は、　「こっち」の例であ

る。（4）・（6）は、Y児（1；6）・（1；11）におけるfこの」の3例すべてである。（4）と（5）にお

ける「この？」は、　「このN？」のNを発話できなかった（または、しなかった）という解

釈が、第一の解釈であるが、「これ？」の誤用であるという解釈も可能ではあろう。（5）に

おける「この？」は、　「この駅？」の駅を発話できなかった（または、しなかった）ことに

より、母親から、「e：ki【：eki】」という発音を引き出すことに成功している。幼児による一

種の会話方略とみなすべきかもしれない。

　なお、本稿で使用した発話資料は、以下の通りである。1994年12月に日本国愛知県

名古屋市で誕生し、成長した日本人の一女児の話し言葉を両親などの協力の下に、デジタル

ビデオ（ミニDVカセット）テープに記録したものを転記したものである。観察対象児は長女

であった。観察期間を通じて、1990年6月生まれの兄がいた。父親の学歴は大学院修士

課程修了。母親の学歴は四年制大学卒業。転記の際の書式はOshima・Takane　et　al．（1998）を

採用した。元データは1ヶ月に4回、各回、一時間をめどにデジタルビデオ（ミニDVカセッ

ト）カメラを用いて、筆者が撮影・録音した。本稿において、分析対象とする発話資料は、

（1；6）から（1；11）までのものである。発話資料収集時の主な参加者は、以下の通り。CHIニ

Target　child、　MOT＝Mother、　FAT＝Father、　BRO　＝　Elder　brother。

　第2章で、幼児における日本語指示詞に関する従来の研究を概観する。第3章では、一女

児1才6ヶ月から1才11ヶ月における日本語指示詞の直示用法について考察する。第4章

で、結論を述べる。

第2章従来の研究

　Ono（1991）において、筆者は、日本語指示詞に関する包括的な文献調査を言語学・心理

学、双方の領域について行った。金水・田窪の両氏も、同時期に、同じ作業を言語学領域に

ついて行っており、その成果は、金水・田窪（1992）として、公刊されている。また、オン

ラインでは、下記において利用可能である。

http：〃www．let．osaka・u．ac．jp／～kinsui／sizisi／contents．html

　日本語指示詞の特徴解明に向け、多くの理論的研究がなされてきた。しかし、第一言語（；

母語）としての日本語指示詞の獲得に関する研究は、多くはない。日本語指示詞の直示用法

の獲得研究に限定すれば、遠藤（1988b，1989b）、伊藤・大嶋（2004）、門松（1979）、久慈・

斉藤（1982，1983）、見澤（1986）、大久保（1967）、Ono（1991）、大野（2000）、斉藤・他（1981）、
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斉藤・久慈（1983）などである。

　遠藤（1988b，1989b）と並行する興味深い研究として、大人を被験者とした実験研究である

遠藤（1988a，1989a）がある。

　第二言語としての日本語の指示詞習得に関する研究で、第一言語習得研究にも言及してい

る最近の研究として、森塚（2003）、新村（1992）、Niimura　and　Hayashi（1994）、迫田（1998）

などが挙げられる。特に、迫田（1998：80・84）による「第一言語の場合」の概説は、良くま

とめられている。

　佐久間（1936，1951，1966，1983：26・27）は、「こそあど1の研究の中で、「著者の集めた

ものであまり多くの材料がありませんが」と断った上で、三歳までの日本語児の発話にソ系

指示詞を見出せなかったことを報告している。2大久保（1967）、岩淵・他（1968）の縦断

的観察記録研究が、これを裏付けている。これらの研究によると、まず、およそ1歳半ぐら

いにコ系とア系が現れ、ソ系は、約半年から1年くらい遅れて現れる。

　岩淵・他（1968：142・143）の観察を、以下に引用する。

　「指示のことば

一歳六か月ごろ、代名詞がかなり出てきました。カヨちゃんは、

アコ　ココ　ミチャチャンモ　ココ　ココ　ノッチャッタ　コッチモ　コッチモ

といっています。このほか、　「コレ」　「コッチ」　「アレ」という指示代名詞、それに不定称

も出てきています。しかしまだ「ソレ」　「ソコ」が出てきません。月別にその出現をみます

と、表4－5のとおりです。カヨちゃんの場合、「ソレ」が安定したのは二歳半になってから

でした。

大人：

大人：

子供：

大人：

子供：

大人：

こっち　貸してもらってもいいね。

カヨちゃん　古いの　貸してもらってもいい？

イイ。

新しいのは？

ソレ　モ　ダメ。

どうしても　だめ？

「ソレ」　「ソコ」は、指示することばの中で、もっともむずかしいようです。その理由の一

つは、　「ソレ」　「ソコ」は相手（聞き手）により近いものをさすときに使われるものです。

それが、子どもの場合、自己中心的に判断し、相手との関係を考えることがないから出にく

いわけです。
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　［アンケートから］アンケートでは、指示する対象について、物・方向・場所のどれが先

行するかを確かめようとしました。表4－6は、幼児後期用のアンケートの結果ですが、前期

用とも関連させてみますと、「コレ、ソレ、アレ」の物をさす単語は、場所・方向をさす指

示の単語より早くあらわれることがわかりました。しかし、場所・方向の出現順序はよくわ

かりませんでした。というのは、　「コッチ」　「ソッチ」にしろ、　「ココ」　「ソコ」にせよ、

子どもが使うときは物との結びつきが強く、方向・場所の指示だけが抽象されて使われるの

ではないからです。」

　大久保（1967：14・17，72・74）は、指示詞の獲得順序がコ系・ア系・ソ系の順であることを

報告している。大野（2000）、伊藤・大嶋（2004）も、これを確認している。

　久慈・斉藤（1982）も、大久保（1967）、岩淵・他（1968）と同様の出現を観察している。

久慈・斉藤（1982）は、1歳から2歳半の幼児24人を対象に8ヶ．月間、1週間に1度、幼

児たちの母親に指示詞を含むダイクシス語の出現を観察してもらい、それらの表現がいつ頃

現れるかを研究した。指示詞の出現は、　「ここ、これ」が大体1歳半頃、　「あっち、こっち」

が1歳9ヶ月である。それに対して、ソ系は2歳4・5ヶA頃に、　「それ、そこ」が出現す

ると報告している。これは、大久保（1967）、岩淵・他（1968）の報告と合致している。コ・

ソ・アを含むダイクシス語全般の傾向としては、1歳後半から、コ・ソ・ア・ド語や動詞が

出現し始め、2歳後半になると、ほとんどの語が使えるようになるようだ。各次元における

コ・ソ・ア・ド語の獲得順序を表1のように提示している。

表1　日本語児による各次元におけるコソアド系の獲得順序

（久慈・斉藤（1982：234　表3））

獲得順序

場所次元

もの次元

指定次元

方角次元

　
゜
＝
．
〉
＝
ち

d
　
　
　
　
つ

h
ど
劫
拗
。

　
　
　
　
’
＝
．

　
》
》
》

　
　
　
　
ち

就
こ
れ
の
つ

ー
こ
こ
こ
あ

3rd　　　4th

そこ　≒　あそこ

どれ　≒　それ

どの　＝　その

》　どっち　≒　そっち

　この結果から、久慈・斉藤（1982：233）は、コ系は早く獲得されるが、　「ここ、これ」に

対立するはずの「あそこ、あれ」がなかなか出現しないため、　「ここ、これ」がダイクシス

本来の意味でなく、単に代名詞的な意味（絶対的用法）でのみ使用されている可能性を報告

している。

　千葉・村杉（1987：117）は、　「以上の観察をまとめると、日本語では手に持っている、あ

るいは、手で触れているということが指示詞「この」あるいは「これ」の使用を要求する重

要な決め手になるのに対して、英語においては、それが日本語ほど重要な働きをしないとい

うことになる。」という重要な指摘をしている。この指摘を、千葉・村杉（1987：142）は、
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「現場指示用法の場合、日本語においては、指し示そうとしている物を手で触れている、あ

るいは、それを手に持っているかどうかということが、指示詞「これ」を用いるか、それと

も「それ」あるいは「あれ」を用いるかということを決める際にほとんど決定的と言える程

の役割を果たすのに対して、英語においては、それが日本語の場合程には決定的な要因にな

らないという事実がある。このように、日英語間においては、指示詞選択の際に、「接触」

という要因のもつ重要性の違いが見られる（後略）。」と言い換えている。

　この指摘に触発され、また、斉藤・久慈（1983：50）の観察事実と対比する目的で、Ono

（1991：12・14）は、一女児A児（1；6．2）、（2；0．0）、（2；6．6）の撮影ビデオにおける、指示詞を発

話する際の視線や付帯動作を丹念に観察し、下記の事実を報告している。その結果、千葉・

村杉（1987：117）による日本語指示詞の現場指示用法に関する指摘を確認した。

表2

（Ono（1991：12）

A児

KORE

KOKO

KONO
KOCCHI
others

TOTAL

A児におけるコ系指示詞各形の出現回数と割合

6．1．1．Occurre　nce　of　KO

　　　（1；6．2）

　　　36（92．3％）

　　　3（7．7％）

　　　0

　　　0

　　　0

　　　39

参照）

　（2；0．0）

　59（84．3％）

　11（15．7％）

　　0

　　0

　　0

　70

（2；6．6）

72（53．3％）

49（36．3％）

　6（4．4％）

　7（5．2％）

　1（0．8％）

135

表3

（Ono（1991：13）

Input

KORE

KOKO
KONO
KOCCHI
others

TOTAL

A児に対する入力におけるコ系指示詞各形の出現回数と割合

6．1．1．Occurrence　of　KO

　　　（1；6．2）

　　　138（86．3％）

　　　　5（3．1％）

　　　　8（5．0％）

　　　　6（3．8％）

　　　　3（1．8％）

　　　160

参照）

　（2；0．0）

　35（67．3％）

　　4（7．7％）

　　7（13．5％）

　　2（3．8％）

　　4（7．7％）

　52

（2；6．6）

21（31．3％）

32（47．8％）

2（3．0％）

9（13．4％）

3（4．5％）

67

表4　「これ」発話時のA児の視線の向き・動作・体の向きとそれらの割合

（Ono（1991：13）6．12．　Motions　with　kore　参照）

A児　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1；6，2）　　　　　（2；0，0）

Eye　　　　　　　　　　　　　Referent　　　　　　　　92％　　　　　　　76％

（2；6，6）

56％
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　　　　　　　　　　　　　　1nterlocutor　　　　　　　　8％　　　　　　　　　22％

　　　　　　　　　　　　　　The　others　　　　　　　　O％　　　　　　　　2％

Hands／arms　　　　　　Touching　　　　　　67％　　　　　　80％

　　　　　　　　　　　　　　Pointing　　　　　　　　　19％　　　　　　　　17％

　　　　　　　　　　　　　　The　others　　　　　　　l4％　　　　　　　　3％

Direction　of　the　body　　Referent　　　　　　　75％　　　　　　86％

　　　　　　　　　　　　　　The　others　　　　　　　25％　　　　　　　14％

表5　「これ」発話時の大人の視線の向き・動作・体の向きとそれらの割合

（Ono（1991：13）6．12．　Motions　with　kore　参照）

input　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1；6，2）　　　　　　（2；0，0）

Eye　　　　　　　　　　　　　Referent　　　　　　　　41％　　　　　　　31％

　　　　　　　　　　　　　　Interlocutor　　　　　　　54％　　　　　　　　69％

　　　　　　　　　　　　　　The　others　　　　　　　　5％　　　　　　　　0％

Hands！arms　　　　　　Touching　　　　　　　86％　　　　　　74％

　　　　　　　　　　　　　　Pointing　　　　　　　　　　5％　　　　　　　　20％

　　　　　　　　　　　　　　The　others　　　　　　　　9％　　　　　　　　6％

Direction　of　the　body　　Referent　　　　　　　43％　　　　　　94％

　　　　　　　　　　　　　　The　others　　　　　　　57％　　　　　　　　6％

表6　コ系指示詞発話時のA児の視線の向き・動作・体の向きとそれらの割合

（Ono（1991：13）6．1．3．　Motions　with　KO　参照）

A児　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1；6，2）　　　　　（2；0，0）

Eye　　　　　　　　　　　　　Referent　　　　　　　　g2％　　　　　　　70％

　　　　　　　　　　　　　　Interloeutor　　　　　　　　8％　　　　　　　　　23％

　　　　　　　　　　　　　　The　others　　　　　　　　O％　　　　　　　　7％

Hands／arms　　　　　　Touching　　　　　　69％　　　　　　73％

　　　　　　　　　　　　　　Pointing　　　　　　　　　　18％　　　　　　　　　17％

　　　　　　　　　　　　　　The　others　　　　　　　13％　　　　　　　10％

Direction　of　the　body　　Referent　　　　　　　77％　　　　　　　80％

　　　　　　　　　　　　　　The　others　　　　　　　23％　　　　　　　20％

表7　コ系指示詞発話時の大人の視線の向き・動作・体の向きとそれらの割合

（Ono（1991：14）6．1．3．　Motions　with　KO　参照）

input　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1；6，2）　　　　　　　（2；0，0）

％
％
％
％
％
％
％

36

W
7
2
1
8
1
0
6
9
3
1

（2；6，6）

86％

14％

0％

95％

0％

5％

86％

14％

（2；6，6）

62％

30％

8％

61％

16％

23％

66％

34％

（2；6，6）



Eye

Hands／arms

Direction　of　the　body

Referent

Interlocutor

The　others

Touching

Pointing

The　others

Referent

The　others

％
％
％
％
％
％
％
％

　
　
　
　
　
　
　
5
6

42

T3

T
7
7
1
1
1
2
4
4

日本語指示詞の直示用法の獲得（1）　9

％
％
％
％
％
％
％
％

　
　
　
　
　
　
　
1
2

31

U7

Q
6
2
2
3
1
5
8
8

％
％
％
％
％
％
％
％

78

Q1

P
8
4
9
7
7
8

　
　
　
　
　
　
　
2
2

　この結果、わかったことは、　「ことばの前のことば：ことばが生まれるみちすじ」　（伊藤

（1990：8・10）、やまだ（1987）参照）を研究する必要性であった。日本語指示詞の直示用法の

場合、特に、それを感ずるが、本稿が扱うものではない。

　今年に入って、本格的な研究成果が公刊された。Oshima・Takane（2004）である。紙幅の

関係上、Oshima・Takane（2004）の概説は、別の機会に譲る。

第3章　一女児1歳6ヶ月から1歳11ヶ月における日本語指示詞の直示用法

　まず、第1章で概説した、各回約1時間3分の撮影ビデオから、発話、動作などを転記し

て、発話データファイルを作成した。これら各回の発話データファイルに対して、CHILDES

のCLANを利用して、各種の検索を実施した。　（MacWhinney（2000）、　MacWhinney＆

Snow（1985）、宮田（2004）、　Oshima・Takane＆MacWhinney　（1995）、　Oshima・Takane　et

al．（1998）、杉浦・他（1997）参照。）

　まず、freq検索（たとえば、「freq＋t★CHI＋s”kore”」）をかけ、指示詞各形の出現回数

を調べた。

　Y児における「あれ」と「ああ」の出現回数が、予測より多過ぎた。間投詞「あれ？」と

間投詞「ああ」を除外しなければならないことに気がつき、kwal検索

「kwal＋t★CHI＋s”are”＋o％act－w5＋w5」、　「kwal＋t★CHI＋s”aa”＋o％act－w5＋w5」、

「kwal＋t＊CHI＋s”a：”＋o％act－w5＋w5」を行った。　kwal検索の結果を印刷し、間投詞の例

を探し出し、除外した。その上で、各回の指示詞各形の出現回数を月齢ごとに集約し、　「Y

児における指示詞各形の月齢別出現回数」を、表8にまとめた。　「Y児に対する入力におけ

る指示詞各形の月齢別出現回数」を、表9とした。

　Y児（1；6）・（1；11）において、freq検索による出現回数は、　「あれ」が403回、　「ああ」

が184回あった。　「ああ」という音形184例のすべてが、間投詞であったので、すべて

除外し、0回とした。



表8　Y児における指示詞各形の月齢別出現回数
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表9　Y児に対する入力における指示詞各形の月齢別出現回数
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　「ああ」の場合、入力における55例も、すべて間投詞であったので、すべて除外し、0

回とした。

　指示詞「ああ」を含む典型的な発話として、　「ああ　いう　（こと・ふうに）」、　「ああ

して」、「ああ　やって」、「ああ　する　（と）」、「ああ　やる　（と）」が考えられ

る。これらの出現を確認するため、以下のkwal検索を行ったが、この結果も、0回であった。

「kwal＋t★CHI＋s”aa　iu”＋o％act　－w5＋w5」

「kwal＋t★CHI＋s”aa　yuu”＋o％act－w5＋w5」

「kwal＋t★CHI＋s”aa　shite”＋o％act－w5＋w5」

「kwal＋t★CHI＋s”aa　site”＋o％act－w5＋w5」

「kwal＋t★CHI＋s”aa　yatte”＋o％act－w5＋w5」

「kwal＋t★CHI＋s”aa　su1’u”＋o％act－w5＋w5」

「kwal＋t★CHI＋s”aa　yaru”＋o％act－w5＋w5」

「kwal＋t＊CHI＋s”a：iu”＋o％act－w5＋w5」

「kwal＋t★CHI＋s”a：yuu”＋o％act－w5＋w5」

「kwal＋t★CHI＋s”a：shite”＋o％act－w5＋w5」

「kwal＋t’leCHI＋s”a：site”＋o％act－w5＋w5」

「kwa1＋t＊CHI＋s”a：yatte”＋o％act－w5＋w5」

「kwal＋t★CHI＋s”a：su1’u”＋o％act－w5＋w5」

「kwal＋tdeCHI＋s”a：yaru”＋o％act－w5＋w5」．

「ああ　いう」

「ああ　ゆう」

「ああ　して」

「ああ　して」

「ああ　やって」

「ああ　する」

「ああ　やる」

「あ一　いう」

「あ一　ゆう」

「あ一　して」

「あ一　して」

「あ一　やって」

「あ一　する」

「あ一　やる」

　「こう（＝koo，　kou，　ko：）」と「そう（＝soo，　sou，　so：）」にっいても、同様のkwal検索を

行った。　「Y児に対する入力（＝・t★CHI）」に対しても、　「こう、ああ、そう」に関する上

述のkwal検索を行った。　「こう、ああ、そう」の内、　「こう」は、常に指示詞であるが、単

独の「ああ」は、上述したように、間投詞の事例ばかりであった。　「そう」には、指示詞の

場合と、肯定語（あいつちの「そう（＝Yes）」）の場合があり、判別が困難であるので、

以下の判別基準をたてた。　［1］から順に適用する。　［1］　「こう、ああ」と相互に入れ替

え可能であれば、指示詞。　［2］単独の「そう」は、常に、肯定語。　［3］直後が、動詞（繋

辞は含まない）であれば、指示詞。　［4］直後が、繋辞であれば、肯定語である。3

　Y児（1；6）・（1；11）における「そう」は、fi’eq検索では、3例あったが、　kwal検索後の検討

の結果、すべて、肯定語の「そう」であったので、すべて除外し、0回とした。

　Y児に対する入力における出現例でも、fi’eq検索「soo」で見つかった「そう」187例の

内、指示詞は24例のみであった。残りのほとんどが肯定語であった。

　「あれ」403回の内、間投詞と解釈できるかもしれない「あれ？」が数例あったが、多

義的で、指示詞とも解釈できそうなので、すべて指示詞として数えた。
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　Y児に対する入力における出現例であるが、　Fこんなん」は、　’こんな　ん（ニもの）」

と解析されるので、指示詞「こんな」の例である。11例あった。

　これも、Y児に対する入力における出現例であるが、　「そのまま（9回）」と「そのまん

ま（2回）」における「その」は、指示詞「その」と解析した。4

　Y児（1；6）・（1；11）における指示詞各形の使用実態は、まず、全体像をとらえるために、表

8における各系指示詞の出現回数の計を見ると、　「ア系（511回＝53％）〉コ系（45

0回＝46％）》ソ系（8回＝1％）」である。　fまず、およそ】歳半ぐらいにコ系とア系

が現れ、ソ系は、約半年から］年くらい遅れて現れる。」という大久保（1967）、岩淵・他（1968）

の縦断的観察記録研究の報告と一・致していると言って良いであろう。Y児（1；6）・（1；11）にお

けるソ系指示詞の未発達は明白である。

　比較のために、表9（＝Y児に対する入力）における各系指示詞の出現回数の計を見ると、

興味深い。Y児（1；6）・（1；11）における「ア系〉コ系》ソ系」という事実とまったく異なり、

「コ系（2007回＝67％）〉ソ系（632回＝21％）〉ア系（366回二12％）」

なのである。日本語指示詞の直示用法が確立している成人にとり、通常の会話は、正保

（1981：66’75）のいう　（「融合型」ではなく、）　「対立型」を成す場合が多いため、各系指示

詞の出現回数が、　「コ系〉ソ系〉ア系」となるのであろう。

　共通点もある。Y児（1；6）・（1；11）において、　「こちら、あちら、そちら」は、一一度も出

現しなかった。同様に、Y児に対する入力においても、「こちら、あちら、そちら」の出現

はなかった。　「こちら、あちら、そちら」を獲得しているはずの成人であっても、おどけて

表現する場合を除けば、親が幼児に対して、敬語を使う状況は想像できないので、これも、

言語直感と合致する事実である。

　Y児（1；6）・（1；11）における指示詞各形の出現回数に目を転じると、出現回数が3桁に達し

たものは、「あれ（403回）、これ（318回）、あっち（103回）」である。出現回

数が2桁に達したものは、「ここ（77回）、こっち（35回）、こう（16回）」である。

「この、こんな、あそこ、あの、あんな、それ、そこ、そっち、その」は、出現しているも

のの、1－3回である。Y児（1；6）’（1；11）が獲得していると言えるのは、「あれ、これ、

あっち、ここ、こっち、こう」の6つであろう。

　Y児（1；6）一（1；11）の発話において、「あれ」が高頻度で出現した理由のひとつには、誤

用があげられる。誤用の例として、たとえば、下記がある。

（7）　「これ」の代わりに、　「あれ」を誤用　Y（1；1L6）

★★k　File　”Extra　HD　3：04Ydata・V3：11106V4．cha”：line　740．　Keywords：are

de

bHI：　　　　oo：．

％act：　　　　　yuka　ni　suwaru

★BRO：　　　　　onbu　shite　ageyokka：？
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★CHI：　　　　a：a：（da）me：．

％act：　　　　　　BRO　no　ashi　o　osu

★BRO：　　　　　onbu　shite　ageyokka：？

＊MOT：　　　onbu　shite　kul・erunda　tte，，　Ychan．

★CHI：　　　　are【：kore】wa＃are　l：kore】wa？

＊MOT：　　　are　wa？

★BRO：　　　　　harapeko　aomushi．

＊MOT：　　　hai　shi：．

％act：　　　　　te　o　oshime　no　naka　ni　irel・u

★FAT：　　　　saikin　Y　wa　kore　wa　no　imi　de　are　wa　to　hatsuwa　shimasu．

★MOT：　　　chiisana　tamago　ga　happa　no　ue　ni　notte　imashita．

（8）　「これ」の代わりに、　「あれ」を誤用　Y（1；11．6）

＊＊★　File’”Extra　HD　3：04Ydata－V3：11106V4．cha”：line　2925．　Keyword：are

’ele★　File　”Extra　HD　3：04Ydata・V3：11106V4．cha”：1ine　2939．　Keywords：are

＊MOT：　　　kotchi［／】kotchi　nara　daijoobu．

％act：　　　　　shiroi　kamibukuro　o　akeru

★CHI：　　　　n：．

＊MOT：　　　aryarya．

＊CHI：　　　　are【：kore】【！】　are［：kore】wa？

★MOT：　　　　n？

％act：　　　　　shil・oi　kamibukul・o　kara　moraimono　o　toridasu

％act：　　　　　tsutsumi　o　akeru

★CHI：　　　　　are　I：korel　wa？

％act：　　　　　akai　kamibukuro　o　sawaru

★MOT：　　　sore　chigau　no　datte．

kCHI：　　　　　a？

★MOT：　　　sotchi　hon　no　datte　nanka．

★CHI：　　　　0．

％act：　　　　MOT　o　mil・u

％act：　　　　　shiroi　kamibukuro　no　naka　o　nozoku

sebHI：　　　　are【：koi・e】［／】　are【：kore】　？

＊MOT：　　　nani？

％act：　　　　chairo　no　kami　o　toridasu

★MOT：　　　kore？
de
bHI：　　　　　kore．
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★MOT： sore　nannimo　kankei　nai　yo．

　誤用研究や中間言語研究（迫田（1998）参照）は、興味深く、かつ、必要なことであるが、

本稿では、上述の指摘にとどめておく。

　Y児が「あれ」を高頻度で使用した事実と関係していると推測される事実を、千葉・村杉

（1987：111）が、指摘している。　「指示詞の用法に関する日英語の違いの中で、日本人にとっ

て最も際立った違いとして映るのは、手に持った物あるいは手で触っている物を指すのに、

英語においてthisの代わりにthatを用いることがあるという事実であろう。1

　（7）や（8）のような誤用が示していることは、手に持った物あるいは手で触っている物を指

すのに、英語においてthisの代わりにthatを用いるように、日本語児においても、手に

持った物あるいは手で触っている物を指すのに、「これ」の代わりに、（誤用ではあるが、）

「あれ」　を用いる発達段階が存在するということなのではないだろうか。

第4章　結論

　Y児（1；6）・（1；11）における指示詞各形の使用実態を、大づかみすると、表8における各系

指示詞の出現回数の計にあるように、「ア系（511回二53％）〉コ系（450回＝46％）

》ソ系（8回＝1％）」である。「まず、およそ1歳半ぐらいにコ系とア系が現れ、ソ系は、

約半年から1年くらい遅れて現れる。」という大久保（1967）、岩淵・他（1968）の縦断的観

察記録研究の報告と一致していると言って良い。Y児（1；6）’（1；11）におけるソ系指示詞の未

発達は明白である。

　ある文法構造・文法項目について、幼児の使用と大人の使用に相関関係がある場合は多い。

相関関係が無い場合には、なんらかの理由があるはずである。日本語指示詞の使用について、

Y児（1；6）・（1；11）との比較のために、表9（＝Y児に対する入力）における各系指示詞の出現

回数の計を見ると、実に興味深い。各系指示詞の出現回数は、「コ系（2007回＝67％）

〉ソ系（632回＝21％）〉ア系（366回＝12％）jであった。これは、Y児（1；6）・（1；11）

における「ア系〉コ系》ソ系」という事実とまったく異なっている。　「日本語指示詞の直示

用法が確立している成人にとり、通常の会話は、正保（1981：66’75）のいう（「融合型」で

はなく、）　「対立型」を成す場合が多いため」、という理由が考えられる。

　Y児（1；6）・（1；11）における指示詞各形の出現回数に目を転じると、出現回数が3桁に達し

たものは、　「あれ（403回）、これ（3］8回）、あっち（103回）」である。出現回

数が2桁に達したものは、「ここ（77回）、こっち（35回）、こう（16回）」である。

「この、こんな、あそこ、あの、あんな、それ、そこ、そっち、その」は、出現しているも

のの、］－3回である。Y児（1；6）・（1；11）が獲得していると言えるのは、　fあれ、これ、

あっち、ここ、こっち、こう」の6つであろう。

　日本語指示詞の直示用法の獲得過程にっいて明らかにするためには、今回の分析に用いた
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ような長期的な数多くの事例収集に基づく縦断的研究が必要である。日本語指示詞の直示用

法の場合、「ことばの前のことば：ことばが生まれるみちすじ」　（伊藤（1990：8・10）、やま

だ（1987）参照）を研究する必要もある。誤用研究や中間言語研究（迫田（1998）参照）も、

興味深く、かつ、必要なことである。今後の研究に期待したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　謝辞・注

＊　発話資料データベース調整とfreq検索に御協力頂いた村木恭子氏（名古屋大学大学院国

際開発研究科博士前期課程）に深謝致します。発話資料収集にあたり御協力頂いたY児、MOT、

FAT、　BROの各氏、および発話資料データベース作成にあたり、部分的に御協力頂いた愛知

淑徳大学文化創造学部多元文化専攻大野ゼミの皆様に謝意を表します。品詞分類に関する質

問に御回答下さった宮田Susanne先生（愛知淑徳大学）に感謝致します。

1　発話資料中で使用した記号の内、主要なものは、以下の通りである。コーディングの詳

細については、Oshima・Takane　et　aL（1998）を参照。

（1；6．1）

★CHI：

★MOT　l

＊FAT：

＊BRO：

％sit：

％act：

％gpx：

XXX

発話時の観察対象児の年齢。　（年；H　日）を表す。

観察対象児の発話のはじまり

母親の発話のはじまり

父親の発話のはじまり

兄の発話のはじまり

状況を記述する付属ライン

行動を記述する付属ライン

指さしなど身ぶりを記述する付属ライン

聴取不能、テープ起こししても不明の部分

2　早川（1977）、サクマ（1959）の具体例を、ローマ字表記したものを、Ono（1991：7）か

ら引用しておく。　「こっち」のローマ宇表記であるが、本稿で利用したデータベースでは、

JCHATに従い、　「KOTCHI」と表記しているが、　Ono（1991）では、　「KOCCHI」と表記

している。

3．1．Hayakawa（1977）：R＝His　first　daughter（Born：Ol／08／1974）

（7）Wanwa（with　pointing）（0；10．3）（Hayakawa（1977：18））

以下、Hayakawa（1977：22）参照。

（8）　Koe．　Korye．　（＝Please　read　this　picture　book．）　（1；1．15）

（9）　Koko　e．　（＝Iam　going　there．）　（1；1．16）

（10）　Koko．　（＝Iwant　to　sit　on　the　back　of　this　big　doll　of　dog．）　（1；1．16）

（11）　Kokko．　Kokko．　Koko　e．　（ニIwant　to　sit　on　the　chair．）　（1；1．17）

（12）　Kokko　e．（＝Iwant　to　sit　on　the　chair．）　（1；1．17）
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3．3．Sakuma（1959：1405・1407，1410）

Aニboy

1；4P。i。ti。g　　　　　　　　　　　（03／21／1925）

1；6K。re（with・P。i。ti・g）　　　　　　　　（05／21／1925）

　　　　D。k。，　K。，e　y。，　Taat・n　k・k・【ニM・mmy　h・・e】　　（05／30／1959）

　　　　K。cchi，　Acchi，　N。ni【・Wh・t？］　　　　　　（05／31／1959）

1；7　Konna　ni　nacchatta　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（06／30／1959）

　　　　Kocchi　no．．．，Acchi　no＿

　　　　K。cchi。i，　Acchi・i　　　　　　　　（07／02／1959）

　　　　％sit：A｛bund　two　lights　were　on　though　only　one　light　was　usualy　on．

　　　　Acchi　ni　denki　kocchi　ni　denki　　　　　　　　　　　　　　　（06／27／1959）

　　　　％sit：A　found　another　light　was　on．

　　　　Momoto　denki（＝Motto　mo　hitostu）

　　　　　［＝There　is　another　light．］

H＝boy：There　is　a　lack　of　records　in　the　beginning　use　of　KOISO／AIDO　by　H．

1；11Huses　koko／kocchilkore／arelanna　etc．　freely　and　suitably．

　　　　　％sit：His　looking　at　his　father　i’s　writing．

　　　　　Anna　ni　mocha　mocha　otoochan

　　　　　％sit：H　is　putting　a　pair　of　tongs　right　way

　　　　　　　because　he　found　one　of　the　tong　was　put　the　other　way　around．

　　　Kocchi　hantai　tsuo，　Chigatta　kocchi　janai　hantai

　　　％sit：H　is　looking　at　a　picture　in　a　magazlne

　　　★Ai’e［：Sore］nani　ittai？

cf．＊Ai’e［：Sore】wa　chiranai［：shiranai】．（3；0，　girl）　（Sakuma（1936：26））

The　fact　that　a　child　is　beginning　to　use　SO　suggests　that　s／he　begins　to　develop　the’topic

、p。，el　whi，h　i・b・ilt・n　th・t・tt・・ance　sp・・e’・by・P・’・・ess・f・ep・ese・t・ti・n・Thi・means

s／he　is　also　beginning　to　acquire　anaphoric　use　Of　KO／SO／A．

3　判別基準としては、　［1コー［4］の内、　［1］と［2］で十分である。

4　品詞分類については、下記が参考になる。しかしながら、従来の研究との対比のため、

本稿では、すべての点で、下記に従っているわけではない。

http：／／jchat．cyber．sccs．chukyo・u．ac．jp1JCHATハVakachi2002v．2．0／gram＿dem．html

http：11jchat．cyber．sccs．chukyo・u．ac．jp／JCHAT八Vakachi2002v．2．0／jmor＿wclass．html

http：／／jchat．cyber．sccs．chukyo・u．ac．jp1JCHAT八Vakachi2002v．2．0／OOfront．html
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